



































































祀対象の存在、第二に、祭る人が組織されていること、第三に、祭りのための常設 建造物が成立していること、である。岡田氏は、こ 三つのうち決定的な要因として、常設の建造物の存在をあげておられる。つまり岡田氏の 義によれば、神社と神社 は 密接な関係にあったといえよう。
　岡
田氏は、神社建造物（以下、 「社殿」と称する）に関して、その起
源は多元的であり、それぞれの土地において、神 り 形 ふ わし社殿の形が生み出されたと論じられている。そのうえ 氏は、神社の成立年代を、どんなに早くても六 ・ 七世紀頃と想定しておられる。
　神社あるいは社殿の成立については、岡田氏の見解以外にもさまざま

































































































































おり、木村説と近いものである 思われるが、櫻井氏の見解は、日本書紀などの和訓など ともに、現在の神社建築 あり方 視野 入れつつ考察されている点が注目されよう。ほとんど国語学的研究と っても過言ではない木村説を、建築史学的 櫻井氏が補強していると評価することも可能である。
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成立していったことはほぼ共通認識となっている。モリやホクラといった空間 ・ 施設の多くが、 律令国家の成立にあたって、 建築物を有する「神社」に変化したと考えられよう。誤解を恐れずにいえば、律令国家の成立と 殿あるいは神社 成立 対応しているとの仮説が立てられるだろう。
　第二に、第一の仮説が認められるとすると、神社成立以前の宗教施設


























この史料は『礼記』 （郊特牲篇）の記述であるが、大意は、 「天子の大社は、必ず霜露風雨を受けるようにし、天と地との気を通じさせるものである。この故に、喪国の社 は屋根をかけて、天の陽を受けさせない。 」となる。王朝交代があった ち、天の「気」を通じさせないように、前王朝の社に屋根をかけるとあることから、正当な社であればむしろ屋根が存在していては都合が悪いことになる。つまりこの記載から、中国の社は本来、屋根のないものであ が知られる。この史料を含めいくつかの史料から、正式 中国 社であれば、建築物が必要不可欠で なかったようである。
　中国の「社」の場合、建築物が必要不可欠なものとして存在しなかっ
たのであれば、八世紀以降におけ 日本の「社」に社殿が中心的構成要素であった理由を 中国の「社」 あり方に求めるこ は不可能であろう。つまり、 社殿は中国 影響で成立したものではない 考えられよう。
　ではなぜ、八世紀以降の日本の神社に社殿が付随するようになったの
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という仮説を得、その仮説を検討してきたが、次に この仮説が正しかをさらに検証するために 別の視点から論じてみたい。すなわち、律令国家が転換する時期に 神社がど よう 変化するのか も くはしないのか、考えてみたいと思う。仮に、律令国家が新たな体制へと転換
する十世紀前中期において、神社も同様に変化することがあれば、律令国家と古代神社との関係が密接であることを論証でき のではないだろうか。以上のような問題意識から、律令国家のあり方が大きく変化する十世紀以降の神社について、ここで考えていきたい。
　十世紀以降の神社のあり方を知るうえで、まず検討したい史料は『今




人ノ寄着タル気无シ。守此レヲ見テ、共 有ル国ノ人々ニ、 「此ニハ神ノ御スルカ」ト問ケルニ、国 人ノ中ニ年老テ「旧キ事ナド思ユラムカシ」ト見ユル庁官ノ云ク 「 『此ニハ止事无キ ノ御マシケルヲ、昔 田村 将軍ノ此ノ国 守 テ在シケル時 、社ノ祢宜・祝ノ中ヨリ思ヒ不懸ヌ事出来テ、事大ニ罷成テ、公ケ 被奏ナドシテ、神拝モ浮カシ 朔弊（ママ（
ナドモ被止テ後、社モ倒レ失テ、人参ル事モ絶テ久ク罷成ニタル
也』ト、祖父ニ侍シ者ノ、八十許ニ 侍シガ 『然ナム聞シ』ト申シ侍シ也。此ヲ思フニ、二百年許ニ罷成タル事ニコソ侍メレ」 語レバ、守此レヲ聞キテ、 「極テ不便也ケル事カナ、神ノ御錯ニハ非ジ物ヲ。此ノ神、本ノ如ク崇メ奉ラム」ト云テ、其 暫ク留 、薮切リ揮ハセナドシテ 其 郡ニ仰セテ、忽 社ヲ大キニ造ラセテ、朔幣（ママ（
ニ参リ、神名帳ニ入レ奉リナドシケリ。 「此様ニ被宗レバ神定















のあいだ、 「道辺ニ木三四本許」しかない場所 存在する、 「小サキ仁祠」へとなってしまう。この「仁祠」は、 「社モ倒レ失テ、人参ル事モ絶テ久ク罷成タル」といった状況にある。国司が把握することがなくなった神社は、建築物が消失してしまい 参拝する人々もいなくなってしまうようである。逆にいえば、 「社モ倒レ失テ」と記されて ることから、八世紀以前は建築物とし の「社」も存在していたことが知られる。
　しかし、十世紀最末期に至り、陸奥守平維叙がこの「仁祠」を再発見





語集』の説話からも理解できるように、国司の関与の有無によって、すぐにどちらかへ変化してしまうようである。つまり、もし国司が神拝を行わず、朔幣を停止して まうなど、その管理・把握を行わなくなった場合、建築物である「社」は崩壊 、退転してしまう性質のものであった。 「社」 を建築物として成り立たせるには、 国司の掌 が必要不可欠だったということができるのではないだろうか。古代の神社社殿は、国司の関わりが非常に重要だったと思われる。
　ただし、八・九世紀において、国司が神社社殿を独自に維持しようと
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の関与が神社社殿の存否に欠かせなかったことを論じてきた。しかし、八・九世紀の律令国家・国司の神社把握のあり方と、摂関期の受領の神社把握のあり方とはやや異なる点があると思われる。以下、その点をできる限り明らかにするため、因幡守平時範が行った神拝を取り上げたいと思う。
　時範は、承徳元年二月二十六日に神拝を行った。まず、どの神社に参
































































ていなくても問題なかったことが知ら る。その一方 十二世紀に入っても、 受領は任中に必ず一宮へ参拝しなければならなかったようであり、受領にとって任国の特定神社に参拝することは、依然重要なことであったと思われる。
　こ
こで再び神社社殿について検討しよう。 『今昔物語集』にみられた










































 一』 （中央公論美術出版、二〇〇六年） 。
（
（）

























　あまりこれまでの研究史に触れておられない点、 「 「ヤシ 」の発展形 ・ 完成形」
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山茂著『神社建築史論』 」 （ 『建築史学』三九、二〇〇二年） 、黒田
龍二「書評 紹介








　守屋美都雄「社の研究」 （ 『中国古代 家族と国家』東洋史研究会、 一九六八年、














（6）  小倉慈司「八・九世紀にほける地方神社行政の展開」 （ 『史学雑誌』一〇三






















社は六社のみではなかったようである。時範 拝に向かうのに先立ち、 舘侍十人」を使者として幣帛・神宝を持たせ、 「遠社」に派遣している。時範は、神拝すべき神 すべてに参拝できないため、部下に代理で 拝をさせているのであろう。舘侍がそれぞれ、何社に参詣したか判明すれば、受領が神拝すべき神社の数が正確に把握できるが、詳細は不明である。しかし舘侍の人数から、少なくとも、代理派遣される が十社以上であったことは確かである。
（
3（）






























The Establishment of Shaden and the Ritsuryo State
ARITOMI Junya
This paper discusses the period of the establishment of shaden (shrine halls) by examining the relationship 
they had with the ritsuryo state as well as the relationship between the state and shrines during the Heian period.
Although considerable research has been carried out on when and how shaden came into being, there is little 
that addresses this topic while sufficiently assimilating the findings of past research.
Through a study of previous research, the first chapter examines in detail the period when shaden were built. 
As a result, the author arrived at two hypotheses: 1) the formation of the ritsuryo state and the establishment of 
shaden occurred almost simultaneously; and 2) before the formation of the ritsuryo state there were two main 
types of religious venue: mori with no buildings and hokura with buildings.
The second chapter examines the relationship between hokura and shaden by studying Chinese temples 
called “she” as well as using records from the Heian period. Because these Chinese religious venues did not 
have buildings, the author surmises that shrine buildings are peculiar to Japan and were not influenced by China. 
That being the case, we may also conclude that pre-7th century hokura are closely linked to shrine buildings. 
This suggests that around the time of the formation of the ritsuryo state and the establishment of the system of 
offerings for a bountiful harvest, “shrines” with buildings were also built as regional religious venues.
In examining the first hypothesis presented in the first chapter, the third chapter considers the relationship 
between shaden and the state and provincial governors during the Heian period following the changes that 
occurred to the ritsuryo state in the 10th century. A study of worship by provincial governors and shrine repairs 
showed that from the 10th century the prosperity or decline of shaden had a lot to do with provincial governors. 
Despite slight differences between this period and the ritsuryo period, rulers and provincial governors played an 
important role in maintaining shaden.
In conclusion, the ritsuryo state was deeply involved in the establishment of shaden, and shaden were 
maintained chiefly through the role played by provincial governors in the Heian period as well.
